
 

 

 

 

 

 

     

 嬉しいことがありました。それは，先日の道徳授業参観の日です。

各教室の入り口にあった名簿，参加された保護者のみなさんの枠に

は〇がつけてありました。よく見ると1～6年生まで欠席している子を

除くと全員の保護者の方が参加されていました。月曜日，平日の午

後から。１００％ってそうそうあるものではありません。もちろん，いろ

いろご都合がある場合もあるので，これをあまりあからさまに喜ぶわ

けではありませんが，全家庭の保護者の方が参加してくださった，とい

うことはやはり嬉しいことですし，保護者の皆様のご協力に感謝です。 

  子どもたちの様子を知りたいと思われる気持ち，子どものことを大

事に思う気持ちの表れだと思います。本当にありがとうございます。 

  さて道徳の授業参観は，それぞれの学年で子どもたちの実態に合

った内容の授業を行いました。１～３年生は，助産師さんに来ていただ

き，赤ちゃんのたんじょうについて話をしていただく中で，命の大切さを学習しました。授業の中では，赤ち

ゃんの成長に応じた人形を抱く体験もさせたいただき，「はじめて抱いてみたけど，ちょっと重かったです」

など驚いた感想が多かったです。 

 ４年生以上は，各学年での実施になりました。４年生は，「ゲームと

の付き合い方について」，５年生は「食品ロス・・・自分たちにできる

こと」，６年生は「○○しながら」というテーマで学習を進めました。今

回，どの学年も保護者参加型

の授業でしたので，どのクラス

に行っても，保護者の皆さんが

自分のお子さんの隣に座って，一緒に考えるシーンが見られました。

道徳は自分で考えることが多い教科です。この日も，与えられたテー

マについて，「自分だったらこうする」「こうしたい」という思いを考えて

いました。 

 

 道徳授業終了後，４年生以上と保護者の皆さんに参加していただ

き，「教育を語る会」を実施しました。今回は，甲府共立病院産婦人科

の松上まどか先生にお越しいただき，命の大切さと男女の体の違いな

どについて，イラストや人形劇などを交えながら，楽しく話していただき

ました。 

  ４年生以上の子どもたちにとっては，これから体の変化も大きくなります。その変化について知っておく

ことが大事であり，今回はその意味でいい機会になったと思います。  
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